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線形経済(Linear Economy)から循環経済(Circular Economy)へ

 線形経済：大量生産・大量消費の一方通行の経済

 循環経済：資源の効率的な利用により最大限の付加価値を生み出す経済政策として
の資源循環
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日本版ＣＥのコンセプト

 国内外の社会・経済情勢の変化を背景に、合理的判断により３Rを進める方向に。

 ３Rが付加価値を生み出すことができる社会になり、結果として資源効率が向上。
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デジタル技術を活用した
「機能売り」への転換

リユース、リース（シェア・
サブスク含む）の拡大

リデュース、リサイクルの拡大

 グローバル市場の環境
対応要請

 資源制約
 環境問題の顕在化

 リサイクル技術革新
 廃棄物輸入規制



目指す循環経済の在り方

 これまでは経済活動からの排出の極小化に注力して３Rを進めてきたが、今後は付加
価値の最大化と原材料資源投入の最小化を目指す。

1999ビジョン 令和元年ビジョン

プロダクトチェーンを統合的にデザインし、
付加価値を最大化

付加価値の最大化
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資源循環システムの絵姿

 製品・ビジネスモデルを設計・事業展開する主体が、品質保証・ガバナンス確保により資
源循環システムをリードする循環システムが必要。
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